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人間発達学科の学生18名による北九州市内小学校3校での平成25年度教員インターン実習

(以ド、インターン実習という)が実施されたe このインターン実習は、ポランティア体験

の深化・充実と位置づけられ、平成26年4月に教職に就く者に対し、実践カ・即戦力を備え

た次代の教員養成として取り組まれた。併せて、このインターン実習は、小学校の授業を効

果的に進めるために必要な教科指導力、生徒指導力等を学ぶための実務について大学と小学

校との信頼関係の下に進められた。その結果、担任の補助、置援の児童への指導の経験から

教科指導や生徒指導に関する多くの気づきゃ学修があ哲学生にとって資質向 kに結びつき、

教員養成の仕上げとしての有効性を発揮した。また、今後の課題として、この成果を確実な

ものにするための学内組織の共有や協力学校との連携が挙げられた。

1 縮雷

少子化が進む中で高等教育である大学、短期大学への進学率が高等学校卒業生の50%(平

成25年度学校基本調査速報徳)を超えるようになった。これに伴い、教職課程を履修する学

生の学力、指向、意欲等1::個人差がみられるようになった@本学においても多様な学生に対

して、幼稚園教論、保育 t等とともに公立学校教員採用試験の合格を重点方針に据えてその

実現を追求しながら、教育職員としての資質ー実践的指導力の育成のための方策を模索して

いる。

2 本学科の教員採用に係る対策と資質置実践的指導力の育成の対策

本学科では、平成24年度公立学校教員採用試験の合格者は公立小学校教員18名、平成25

年度は公立小学校教員、特別支援学校教員22名の実績を積み上げてきた， 4年生の前期まで

の教員採用試験対策は充実し学生たちも活気に満ちているが、教員採用試験結果が一次、二

次の合格者が発表される以降、公立学校教員内定者に対する積極的な対応はとれまで組織的

に行われなかった.

表1は、人開発達学科において実施される教員採用試験対策の概要である。教員採用試験
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対策として例年、 4月から各自治体が行う一次試験対策の一般教義、教職教義、専門教義、

論作文試験、面接試験の対策を行い、 8月以降は三次試験対策に当たってきた。

そして、 9月以降は、介護等体験、幼稚園、小学校、特別支援学校の3年次圃 4年次教育

実習が行われるため、また卒業研究論文の作成を精力的に進めることからも十分な教育職員

としての資質・実践的指導力の育成のための対応は行われていない状況であった。後期は4

年生への教員採用試験対策の反省を下に3年生への対応に関心は移された。

これまで採用候補者の名簿登載者への対応についても、その必要性を感じながらも資質ー

実践的指導力の育成のための対策は不十分であった。平成24年皐月の中央教育審議会答申に

よれば、 「学校現場における諮課題の高度化・複雑化により、初任段階の教員が困難を抱え

ており、養成段階における実践的指導力の育成強化が必要Jと指摘されている。また、教員

に求められる資質について、 「不断に最新の専門的知識や指導技締等を身に付けていくとと

」の重要性も指定されているq これらの指摘もあることから、養成段階で教育現場に学生の

派遣を行い様々な教育情報を取りこみ、児童を取り巻く最新の学習環境から課題に気づき、

授業等で身に付いた知識を基に、学生が自ら考え自ら判断し解決に向かう姿勢を示す活動が

必要であると考える。そこで、 4年生の4月からインターン実習を行い、前期・後期の一年

聞を漉して、一人の学生に["]じ小学校でー粛した対応を取り組ませることにより、これまで

表1 教員採用試験対策の概要

筆記訟験対策
人物試験対策 模擬試験対策
実技試験対策 (有料)

前

1年 期後

期
一般教義セミナー

前
一般教義セミナー

期
2年
後 一般教養セミナー
期 教職教義基礎セミナー

前 小学校全科
期 基礎セミナー

基礎カ養成講座※
3年
後 全国模試(l月〕

期休
自修整 軍軍

業 春特季別特支援訓教講座脊特※融機感
春季特訓講座 全国模試 (3月)

中
※ 

教採直前合宿 (4月) 教採直前合宿 全国模試 (4月)
前 直前講座※ (面接・討論) ※ 
期 特別支援教育模試 教採総合セミナー 全国模試 (6月)

4年 直吉セミナー、実技セミナー ※ 

後
期

※ 民間事業者による対応
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のボランティア活動とは異なる活動内容を実施するととにより資質ー実践的指導力の育成に

ついての学修を試みるととにした。卒業後の4月に教壌に立っととを想定すれば、まずは名

簿登載後も引き続き教員としての職務内容や教科指導、生徒指導等について充実した体験の

継続を適して実務に係る内容を学修させなければならないと考えたからであるe

3 小学校、特別支援学校のボランティア活動への重量加

(1)小学校のボランティア活動

人開発遥学科では、学生が自己の意志で登録し学校等へ出向くボランティア活動を積極的

に推進している。学科内では、 rGT グリーン・ティーチャーj と呼ぴ、所属するコースに

よって幼稚園・保育所〈乳幼児発達コース)でのボランティア活動を含めて1年末から2年の

始めにかけて自身の進路目標を絞るという意味から、また2年生より希望で近隣の小学校

(児童発達コース〉にボランティア活動に参加し、教育活動の補助として子どもたちと接し

先生方の指導の工夫等について学修する機会を得ている。平成25年度の小学校GT(グリー

ン・ティーチャー)派遣実績は表2に示した。最も人数が多い地域は、中間市で次に本学周

辺の水巻町、岡垣町である。また、人数の多い学生ボランティアの学年は、 2・3年生であ

る。

(2)特別支援学校のボランティア活動

本学での特別支援学校教員免許状の取得について述べる。特別支援学校1::在籍する児童生

徒の主たる障害種は5障害であるo 5障害は視覚障害、聴覚障害、知的障害、肢体不自由、

病弱虚弱で、このうち本学で取得で宮る特別支援学校教員免許状は知的障害、肢体不自由、

病弱虚弱の3つの障害領域についてである。また4年次で実施される教育ー実習は、この障害

領域に即して特別支援学校の知的障害教育校、肢体不自由教育校、病弱教育校で行われる。

表2 平成25年度小学校GT(グリーン・ティーチャー)派遣人数実績

中間市 水巻町 芦屋町 遠賀町 岡垣町 北九州市 福岡市 計

1年生

2年生 30 13 2 5 17 9 1 77 

3年生 35 8 5 自 8 6 。 70 
4年生 3 1 1 日 。 2 。 7 

計 68 22 s 13 25 17 1 154 
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まず、平成24年度から参加している県立特別支援学校知的障害教育校体育大会(以下、体

育大会と呼ぶ)の学生ボランティア活動が挙げられるe との体育大会は、毎年9月中旬に行

われ、知的障害教育校に在籍する中学部'高等部の生徒が集う競技大会である。体育大会に

参集する県立学校教員とともに学生は役割(誘導、記録、決勝テーブ等の係}在任されてい

る。

との特別支援学校でのポランティア活動の参加の目的は、小学校GTとの場合と異なって

いる。特別支援学校教諭免許状の取得をめざす学生の多くが障害のある児窓生徒との交流が

少ないため、大学生活の早い時期に特別交接教育の各科目の履修内容の理解を促すために交

流の機会を準備した。また4年次の教育実習を予想して、指導力を向上させるために障害の

ある児童生徒の心理や行動特性を知るとともねらいとして、 1年、 2年生を中心に派遣して

いる。次に 4年次で実施される特別支援学校教育実習において在籍する児童生徒との教育

活動に積極的に関わるため北九州市1主特別支援学校に学生ボランティアとして派遣する特別

支援学校GT(児童発達コース)がある。特別支援学校GT等の派遣実績は表3に示した。そ

れぞれのボランティア活動は、実施後に「体育大会の学生ボランティアに参加してJの報

告、並びにGT活動記録の提出を求めている。

学生ポランティア活動は、大学の授業による座学でイメージする子ども像と実際に学校等

へ出かけることにより児童生徒と接する機会の中から得られる子ども像を一致させようとい

う取総であ型、それぞれの教育現場守勤務している教員の具体的な指導・支援する場面を参

観置観察する貴重な機会となっている。

4 小学校、特別支援学校のボランティア活動の標題

本学入開発達学専攻・児童発達コースでは、基礎免許として幼稚闘教諭免許状、小学校教諭

免許状、及び取得希望者には特別支援学校教諭免許状が取得できる。取得するためには教育実

表3 平成25年度特別支援学校ボランティア(体育大会、
北九州市立特別支援学校GT)の派遣人数実績

体育大会 北九州市立 計

1年生 8 B 

2年生 19 9 28 

3年生 。 呂 自

4年生 。 23 23 

言十 27 40 67 
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習を履修するEとによりー速の学びを完結する手続きとなっている。

教育実習は、今日の教員養成に求められる社会・学校等からの要望に応え、各学校等の教

育の場で有為な人材を育成する kで極めて重要な学修の機会となっている@特に大学にとっ

ては学生を派遣し、学生の教育実習の評価というものがそのまま大学の学生指導の評価に直

結しているe 学生の視点に立てば、 3年間・ 4年間の学修の成果を発揮する場であり、小学

校、特別支援学校における教科指導や生徒指導、各種障害特性等に係る概論，総論等から学

修した知識を A校の小学校・特別支援学校の児童生徒の実強に応じて適切な指導を行うこと

が課題になる。

本学のGT(グリーン・ティーチャー)のボランティア活動は、この課題に応えるために準

備されたものであるa ととろが、 GT(グリーン・ティーチャー)のボランティア活動は、そ

の活動内容については学生の自主牲に多くは任せられている@このGT(グリーン圃ティー

チャー)のボランティア活動は特定の学校の現場者まず知るという初歩的な意味では、教育

実習に連動する点では有効である。

しかしながら、日々の学生一人一人への活動の事後の振り返り、例えば教師の指導するね品

いや遭遇する生徒指導場面での疑問点や気づ昔、教材研究や評制法、学級集団の児童の言動へ

の対応等については十分で丁寧な側首jの点検や検討等ができないままに推移している状況であ

る。特に、教育実習では児童K:対する生活指導や授業規律の構築、授業に積極的ではない児童

)回目 平成25年O月O日 ss:OO - 口口 :00 計 時間

活動内容
今日は事務仕事と00をしました。 1、2時間目は児童の00アンケー
トをエクセルでまとめ、表作成しました。私はパソコン作業が少々苦
ずーなため、時間がかかってしまいました。

パソコン調ーであったのーって山崎し
学修内容 たのだが、患っていた以上に時間がかかってしまい、 00でしたa

近々大学で様々なレポート提出があるので「速く、正確にj 在意識して

A 血--~---品~--------品A 血------品~--------~--------~--------~-血------品---------~-血-----図1 A小学校に参加した学生の活動記録の事例

)回目 平成25年O月O日 ss:OO ~ ロロ :00 計 時間

活動内容
。学部ム年生
昼休み、 00君とストレッチ、時間がなかったためボール遊びはで宮ま
せんでした@

5， 6時間目はムムでした。 00学部全員とロロやムムムムを歌った
学修内容 り、 -OOOO~を歌いました。合奏曲で新しくロロロをすることにな

り楽器決めを行いました。

図2 B特別支援学校に参加した学生の活動記録の事例
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への対応などの授業中の生徒指導力、授業の流れを計画的に検討していくととや、特別な

ニーズのある児童への改善に向けた対応力や児童の学習のつまずきに対する工夫された教科

指導力等が、学生の観察から得られた疑問や気づき等の内容に十分応えられるには到ってい

ない。しかし、学生自らが現場で生じる事象を積極的に調べ、大学教員や小学校の先坐方に

質問し疑問となることが解決の方向を目指しているという点では、現在のボランティア活動

は有効と考える@

現在、ボランテイア活動日誌等を大学教員に提出し、学生の振り返り等について 部応え

ようと対策は行われているが、その日誌の提出・点検も学生の自主性に任せられていること

が現状であり、課題となっている。図1、図2はA小学校 -8特別支援学校でボランティア活

動を行った後に提出された活動記録の「活動内容J r学修内容jの記載事例である@

5 教員インターン実習について

(1)教員インターン実習の目的

インターン実習を進めるに当たっては、とれまでの試行的に行ってきた小学校での実地教

育の継続と、ボランティア活動の進展を図るととをねらいとしている。また北九州市立小学

校で教臓に就くことを希望する学生が多い状況を踏まえると、これからの本学人開発達学科

人開発達学専攻と北九州市立小学校とが連携して、実践カ・即戦力を備えた次代の教員養成

に取り組むととが地域における社会的使命であると考えたからである。このため、インター

ン実習を還して、小学校における効果的支援方法とインターン実習に参加する学生の資質・

実践的指導力在高めることに取り組むことにした。

本学のインターン実習とは、北九州市内の小学校の現場に入り、教育を実際に緩験し、児

童との関わりを通して、教員としての必要な知識・技能を身に付けることを目的にした実習で

ある。今回、インターン実習に参加した学生の中には、授業中の教員補助者として活動した

者や教員補助に加えて放課後に実施される教科の復習等への指導として北九州市が主催する

アフタースクール事業に取り組んだ者もいた。インターン実習に関しては、本学科教員の共

通コンセブトを樹立しながら、このボランティア活動!::参加する学生については、 4月に選

考を行った@そして教職に就く学生が自信をもって教壇に立ち、学校現場での即時に対応で

きる実践的指導力の養成に努めた。

その概要については、①教員インターン実習について大学でのオリエンテーションと事前

指導、②市内の小学校での事前指導、③小学校でのボランティア活動、④小学校における実

践活動の振り返りと交総会などを実施した。インターン実習では、学生自身に学習指導や生

活指導における明確な糠題をもたせ、その解決に向けてインターン実習に臨み、そのととを

振ち返る時聞を与えることで、教員としての実践カ・即戦力が高まるものと考えた。そのため

に、特に小学校のボランティア活動において、ふれあい場面を再構成することは、児童との
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関わり方を考える上で重要なものである。

後期以降のインターン実習では、小学校と相談のうえ、その後も小学校教員のアシスタン

トとしての関わ型がもてる関係を構築してきた.特に平成26年度新規採用教員として内定が

決まった学坐は、 l学期に続いて2学期以降に小学校教員の補助役として活動できる機会を

経験するととで、自信を持って教壇に立てるようになるとともに、児童量と保護者および地域

関係者から信頼される教員に成長するととが期待できる@乙のととは、難閣の教員採用試験

を突破して教識に就いた教員が、様々な理由により精神疾患に賂ったり、場合によって教職

の難しさに直面して早期離織を余儀なくされるという現実は、議重な人材の損失であり、な

んとしても避けたい事例である。

(2) rふれあい場面」の再構成について

「ふれあい場商」の再構成は、教科指導おける児童の把握や教育活動で生じる生徒指導な

ど学級経営上の課題の解決について整理してくれる重要な交流場面である。児童の示す言動

に視点をあて、担任教師と児童との関わりの場面の観察や学生との重接指導のコミュニケー

ション場面として取り上げ、その展開を想起し記録させて学習のつまずきゃ出来事の因果関

係を推測させ、解決に向けた指導力を高めるための有効な方途となる.

学生のボランティア活動では、授業中の教科指導、昼休みや放課後の学習指導等の活動で

児童の観察・指導を推進してきた。その時、児童の言動に対して自分の感じたことを取り上

げ、児童に声掛け等を行い、児童の言動の変化の有無等について考察する課題を与えた。学

生に児童の気になる言動に注意を向けさせ、自分がその場でどの様に考えて児童に指示や指

導を下したか、その恵後の児童の示す言動等に再度観察と考察を加えることを繰り返すこと

によって、自己の指導力と対侍させる課題を諜した勾担任の先生の発問、板書の書写と机間

指導、学習に積極的ではない児童への声掛け、指示や励まし等を観察し、その後の児童の態

度等がどの様に変容していったか、児童への一つ一つの指示や指導の意味を学生に考えさせ

た。乙の観察の記録用紙は関3に示す。そして、乙の記録の後には、なぜ乙の場面を再構成

しようと考えたのか、この場面にはどのような児童の状況・背景があると考えるか、児童と

対応していく過程で、どの様なことに気づいたかについての課題を課した。

私が見たとと・聞いたとと i私が考えたとと・感じたとと|私が言ったとと・行ったことl
〈隠重量の言動・行動) (私の内心) (私の言動・行動)

0授業中l之、ノートに書
いた答えが合っているが、

自錆をもって手を挙げて発

。乙の児童は、自分に自績が10挙手したいのに挙げるzと
ないために答えが合っている|ができない様子を見たとき

か不安で発表するととがと 11之、「答え合っているよ。発表し
初角""'"梅倹《 制輔 "'"匂穐倫9ザ切穐偽'"婦向 蝉楠 帰帆 … 岬酬 向#砂対穐倹'"切

図3 ふれあい場面Jの再構成シートの 4部記録事例
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S 教員インターン実習の成果と課題

(1)振り返りリポートによる評価

(鎌回・ }II野島松村)

インターン実習に関する先行研究として「平成25年度玉}If大学教育実習やj、・中学校)

(横浜市、 }II崎市、町田市、相模原市)に関するアンケートJ (玉川大学教師教育リサーチ

センター)結果の大学への要望には、 [指導について]0授業における発問の仕方を学ばせ

てほしい、。生徒の理解の員11した授業展開ができるようにしてほしい、。自ら学ぶ意欲を育

む人間形成をお願いしたい、。コミュニケーションカを高める指導をしておいてほしい、 O

教職を目指す強い志をもって実習に臨んでほしい、 0意欲を向上させる指導をしてほしい、

O子どもたちが好きで、熱意のある人材を育ててほしい等々の要望が挙げられている。とれ

ちの内容は、本学のインターン実習に参加した学生の成果や課題からも多〈含まれる内容で

あった，

(2)教科指導に関する成果

18名の学生からの報告書について、 4事例を取り上げ教科指導と生徒指導に分けて事例の

検討を行ってみた.

[事例1] r児重量への声掛けと言語活動を意識した授業づくりJ (5月-12月 13岡実施印

3年生は、外面的には学校生活に慣れてきているが、内面的な心の発達は個人差が現れる

時期であるe ①教師は児童にどの様な指導、声掛けをしているのか学びたいe また、②言語

活動を授業にどう組み込んでいるのかについて課題設定した。

教員インターン実腎の内容私が、授業中に机間指導していると宮、学習への意欲が見られ

なかったり集中力に欠けたりする児童に対して、どのような声掛けをすれば児童が窓欲的に

なるのか分からず、緩しく声掛けをしたり丁寧に説明したりしても児童の学習への意欲を引

宮出すことができなかった。

観察:①先生は、 100君、こうしてみたらいいかもねjや r.d..d.を参考にして考えてみな

さいJと具体的な助言をしたり、黒板に他の児童にも分かるようにヒントとなるようなこと

を板書したりして児童量に的確な助言をなさっていた。先生の声掛けはいつも具体的で、児童

によっても言葉を選んで声掛けしておられた。指導後、児童ができたらすぐに褒めることで

児童は授業に意欲的に取り組むようになっていた。②先生は日頃、児童に自分の考えを発表

させる機会を多く設けている。具体的には、授業の後1::日直にその時間の学びを発表させた

り、毅の会で日直にスピーチをさせ、そのスピーチに対する質問や感想を児童に発表させた

りしている。また、漢字の指導の際に「鼻」を教えると宮には、英語でlNose_Jと言うこと

を教えたり、 「皮Jの漢字を教えるとき、 「皮肉jが出てきたら、どんな意味になるのかを

児童に考えさせ、辞書を引かせたりしていた。

成果と課題:①先生の児童への声掛けの仕方を参考に、私も児童への声掛けを机間指導の際
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に実践した。私が具体的な言葉を使うととを意識するだけで、児童の授業に取り組もうとす

る態度が変化していったように思う。今後は、児童の実態に合った言葉選びゃ分かりやすく

で古るだけ短い言葉で、具体的に指導できるように技術を磨いていきたい@③先生の指導方

法をもとに、文;を害かせる活動をしたと宮、文にすることができない児童には、まず自分が

表したいことを言葉で説明させるように指導する。そして自分の考えをまとめるように助言

されている。先生は児童の様子をとても観察苫れている@それは、授業中の児童への声掛け

からわかる。どの児童がどの識な課題につまずいているのか、そのときどんな声掛けをすれ

ばその児童が解することができるのか、いつも的確な声掛けで理解へと導いていく。児童を

よく観察し、実態を把握することは、個に応じた指導をするためにも非常に大切であるし、

児童とコミュニケーションをしっかりと取れているからとそ児童に的確な声掛けをするとと

ができると考える。今後は、私ならではの具体的な方法を考えていきたい。

惇伊tl2l r百倍を持たせ、意欲を引き出す指導や持掛けについてJ (5月-12月 13園祭船

1年生は、義務教育の始まりであり、学びの基盤となる。達成感を味わい、自信を持つこ

とは自己肯定感在高め、学校生活在意欲的に送り，学校生活を充実させるために重要なとと

である。そこで、児童に自信を持たせ、意欲を引き出すにはどの様な声掛けや指導を行った

もよいか、担任の先生の声掛けの仕方や授業にどの様に取り入れているかを観察して明らか

にしていく。また、自らも児童との闘わりを通して実践し、主控除力費高めていきたいと考

え、本課題を設定した。

教員インターン実習の内容・私は児還が作品を作ったり、割算ができたりしたとき、 「すご

いねj などその結果に対する一次的な声掛けしかできなかった。外発的動機づけとして、児

童の頑張りゃ良さを褒める際の手段として、声掛けの他にあまり考えたことがなかった。

観察:先生の授業の観察からは、漢字の学習で、 「上手に書けなくてもいいんだよ。丁寧に

蓄とうとする気持ちが大事だからねJと言われていた.その替業を受け、 上手に番けないと

悩んでいた児童も「先ヰA 丁寧に書いたよ」と嬉しそうに学習に取り組んでいた。また、先

生は授業を1時間終えたら花マルを黒板につけておられた。満点だから花マルではなく、一

人一人が最後までやり遂げるととができたととに対しての花マルという Eとを感じた。との

ように、学ぶ過程を大切にし、その頑張りを認めるととで、児童は自信を持ち、次の活動へ

意欲的に取坦組む乙とができる乙とを学んだ。そ乙で私も、宿題やプリント等を添削する際

に、結果だけでなく学ぶ過程を大切にした声掛けを意識的に行ったe 計算問題などで答えが

遣っていても途中の式が合っていたら、 「式は合っているよ@引き算になるととが分かつた

んだね」など結果に対する声掛けだけでなく、学びの過程も大事にした声掛けを行うように

している.

成果と課題:児童自身が授業のめあてを考えたり、金商をしている様子を見たり、児童が自
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主的に行ったととに対して声掛けを行う乙とで、自信を持ち、より意欲的に活動に取り組む

姿勢を見るととができたe 児童の自主性を生かし、認める声掛けや指導を行うととは学習や

活動により意欲的に取り組むきっかけになるということが分かった。しかし私は、時間がな

かったり、余裕がなかったりしてしまうと児童自身に考えさせるのでほなく、自分が説明し

てしまうことがある。すると「せんせい、とれでいいですか」などのように、児童が受け身

的になり自分でやり遂げるという経験が少なくなってしまう。余裕がないときでも、児童に

この学習から何を学んでほしいのかということを冷静に考え、児童の自主的な行動を大事に

しなければならないと考える。そのためには、私自身が活動の流れに見通しを持っておくこ

とや、児童一人一人の様子をしっかりと把握し、自主性を生かすことができるように視野を

広く持っととが課題である。児童一人一人の良さや頑張りを認める声掛けについては、図画

工作科の授業で自分でできたととろまでを褒めたり、前向吉な声掛けを行ったりするととに

よって、自信を持ち、自ら次の問題に挑戦しようとする意欲が見られた.しかし、全ての児

童量が同じように褒めることによって、自信を持ち意欲を高めることができるとは限らなかっ

た。私の声掛けのタイミングが合ってなくて、一人一人に応じた声掛けがで嘗ていないとj思

うからだ。また、授業中だけでなくその他の関わりの中でも、良さを見つけ褒めるととを意

識することも今後の課題である6

さらに児童と根気強く向き合うことを適して児童理解に深め、一人一人の良さや頑張りを

認めるととができ、自主性を生かした授業や活動ができる教員になれるよう、努力していき

たい。

この2事例では、学習に意欲告示さない児童、授業に集中することに課題のある児童、ま

た自信が不足したり、情んでいたりする児童に自信を持たせ自己常定惑を高める指導を取哲

上げるなど、授業中の生徒指導に係る事例であり、前述の大学への要望事項の WQ授業にお

ける発問の仕方を学ばせてほしい、。生徒{ととでは児童)の理解の郎した授業展開ができ

るようにしてほしい、。意欲を向kさせる指導をしてほしい、 O子どもたちが好きで‘熱意

のある人材を育ててほしい』に関連するものである。小学校3年生は、ょうやく集団生活に

慣れてきた発達の段階である。校内組織を活性化し、学校在挙げて分かる授業者進め授業改

善に取り組む己とによって克服されることも多いが、児童の学ぶjJにも差が表れてくるのも

との時期である。他者との競争や結果に気づき始め、自己の意欲を支える成功経験や称賛が

教師や家族から適切に与えられている場合は問題とはならないが、失敗経験や周囲を含めて

不適切な声掛け{言葉)や指導が続くならば教育活動全般にわたって反感、拒否の態度が強

まってくる。その背景には学校環境の他に家庭環境や経済的問題等の要因があることも考慮

しなければならない。また、通常の学級に平均6.5%の割合で発達障害のある児童が在籍する

学級においては、授業への集中が続かないことや学習に意欲がみられないことなどの顕在化

する気になる児童の行動が低学年から継続して観察される。放課後や休み時間等に個別の教
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育的対応を行つでもなお問題となる行動が8か月以上観察される場合は、校内委員会に諮り、

適切な対策を講じなければなちない事例となる。授業に対する興味・関心や勉強そのものに

対する無関心の状況が生じ、 f耳囲の児童や教師の不適切な言葉も加わるによって怠学の状線

が継続・充進し、高学年での一次障害(不登校}を引き起こすことが想定されるからであ

る。

(3)生徒指導等に関する成果

[事例3] r児童に自ら考え苫せる指導J (5月-12月 13回実施〉

児童が自分で考え自らの行動を決定する機会は多い。授業に限らず、生活商でも自分がす

るべきととを考えたり、人の気持ちを考えたりしなければならない。今回のインターン実習

では、 (3年生の〉つまずいている児童に対する声掛けに加え、生活福でもけんかの仲裁に

ついて実践していくことで、児童に自ら考えさせることのできる教員になりたいと患い、こ

の課題を設定した。

教員インターン実習の内容:休み時間や昼休みに、児童と積極的に遊んでいる@外でケイド

ロやドッジポールをすることが多いが、遊んでいる際に児童の言葉遣いが気になった、緩い

気持ちで相手にきつい言葉をかけることが多く、注意しても遊びに熱が入るとまた言葉がき

っくなってくる。このことが原因でけんかになることが多く、遊びの途中でのけんかを仲裁

するととができないこともあった。先生は、休み時聞に児童のトラブ)yゃけんかが起とった

際、お互いの話を間宮、きちんと自分の気持ちを相手に伝えるような声掛けをされていた。

また、きつい言葉を言われたらどうかと、相手の気持ちを考えさせる指導もされていたa そ

こで私は、児童がきつい言葉を言ってしまったり、けんかになってしまったりした時は、当

該児童の言蓄を間宮、そのような言葉を言われたらどんな気持ちかを考えさせるよう声掛けを

行ったが、遊びの途中で出てくる言葉に対し、その都度注意し、言葉遣いを意識させる必要

があると感じた。

成果と課題:遊びゃ普段の生活の中で、児童の言葉遣いを意識させることが必要であること

が分かつたe 何気ない言葉でも、少し言葉が荒くなったり、言い方がきっくなってしまった

りしている@その都度「その言葉はよくないよJ、 「今の言い方どうだったれと声を掛け

るととで自分の言葉を振り返らせるととが必要であるととが分かった。たった一言からけん

かにつながることもあるので、言葉遣いに関してはしっかり注意をしていきたい。私の課題

として、児童のけんかの際にうまく双方の話を聞くことができず、片方の話に儒りがちに

なってしまうととがある.話をしっかり簡昔、お互いが納得するような声掛けを行いたい。

とれから教員になるにあたり、児童が自分の考えに自信を持つ乙とのできる学級経営を行い

たい。そのためにも、児童との関わりを通して場面に応じた対応ができるよう、実践を続けて

いく，
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I事例4] r学級を言語精勤の場にするための教師の指導J (5月-12月 13岡実施)

私はー学級を言語活動の壌にするための先生方の工夫を学びたいと考えた.私のインター

ン実習に入る学級は2年生で、元気で活発な子どもが多く授業中の発言も豊かであり、健康

観察や係の連絡など、予どもたちが主体となって言語を使う場面がたくさんある。 4月から

の学級経営1::生かしていきたいと思い、課題を設定した。

教員インターン実習の内容:学載の子どもたちは、授業時間以外の健康観察や係活動などを

通して、人前で話をしたち人の穏を聞いたりする機会が多いと感じた。そこで、私i立、健康

観察と係活動での子どもたちの発言の様子と、それに対する先生の指導を観察しようと考え

た。また、私自身が声掛けを適して、子どもたちが自分の恩いや考えを自分なりの言葉で伝

えられるようにしていきたいと考えた。との学級の朝の会は、健康観察が特徴的である@教

師の呼名に対し、児童が返事するのでなく、伝えたい気持ちゃ出来事を自由に発言する。自

由な発言の場なので、伝えたいことが特にない児童は何も言わない。しかし、先生は、積極

的な発言がない児童を放置するのではなく、一人一人の個性に合わせて声掛けを行ってい

た。また、その中で児童の行動調整も行うととができるととに気づかされた。インターン実

習の活動日の朝の会での児童の様子や先生の声掛けを観察した。帰りの会には、係からの連

絡という項目があ哲、毎日2班ずつ活動報告をする。その際の話し方や言葉遣いはどのよう

に指導されているのか気になった。係の連絡の際には、児童はどのような時につまずきみせ

るのか、また、児童がつまずいた時の先生の声掛けを観察した。

成果と課題:児童の発言の特徴が分かった。男女では、男子の方が発言が多く、他者の言語を

聞いて表情を変えたり額いたりするなどの反応を示すのは女子が多かった@周囲の私言語を注

意する児童は男女に差はなかった。はじめは自分の発言だけに一生懸命な児童がほとんど

だったが、私欝を注意する児童や他者の発言に対しての質問をする児童が出てきた。係活動

では、係によって発表の実態が異なっていた。発表内容を自分たちで考えて自由に発表する

ので、児童は発表を始める時と終わる時にどんな言葉を使えばいいか分からずに減ってい

た。先生は、 rooと言いなさしりという指導はしていなかった司例えば、天気予報をする
児童には、実際の天気予報を思い出させるような声掛けをしたり、昆虫のクイズ聾する児童量

には、どうすればみんながワクワクするか考えさせる声掛けをしたりしていた。先生の声掛

けの観察はたくさんできたがよ学んだととを活かし、実際に芦掛けをする機会がまだ取れて

いない.これからのインターン実習では、児童が主体的に言語を使うことができるような声

掛けを行っていくように心がけたい。

ζの2事例は、学級内の他者に対する言葉遣いに課題のある児童、またこのととが原因で

けんかになる状況でその解決を課題とする道徳の内容と関連の深い事例、毎日の朝田帰りの

会を活用し、健康観察での伝えたい気持ちゃ出来事を自由に発言する場を提供、係活動での

活動報告で話し方や言葉遣いを考えさせることに課題をおいた事例である。前述の大学への
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要望事項の roコミュニケーションカを高める指導をしておいてほしい、。生徒(乙乙では
児童)の理解の即した授業展開ができるようにしてほしい、 0自ら学ぶ意欲を育む人間形成

をお願いしたい、 0意欲を向tさせる指導をしてほしい、 0子どもたちが好吉で、熱意のあ

る人材を育ててほしい』に関連するものである。小学校低学年では友だちの立場を基準にし

て考えることができるようになり、子どもなりの考えで周囲を把握していこうとする強い努

カがみられるが、まだ他者の視点に注意を向けるととができない。とのため自由な遊びの場

では、言葉や行為を伴ったトラブ}vゃけんかが多いのが特徴であるo 3年生では徐々に他者
との関係を取ることが日々の学校生活全体の中で背まれていく。道徳の内容も自分自身のこ

とを中心に内容がまとめられた低学年と中学年の内容は他者をより意識し、進んで他者との

信頼関係を醸成する内容のものとなっている。言葉遣いは、気持ちのよい挨拶から始まり、

明るく接するととによって他者とのコミュニケーションを阿る kで学校生請を豊かなものに

整えてくれ、安心な言語環境を提供してくれる。しかし、言いたいこと・伝えなければなら

ないことをしっかりと話すためには、自分の一次的な感情を抑制する経験を積むことや、事

前に話す内容を考えまとめておく経験を重ねる必要がある。児童が話す、述べる、伝える場

合に適切であるかその判断・調整、充実させていく役が担任である。前述の大学への要望事

項の ro教織を目指す強い志をもって実習に臨んでほしい』については、事例に挙げていな
い学生を含め、今回インターン実習に参加した全員が各学校から最大の評価をいただいた。

(4) rふれあい場爾Jの再構成シート

「ふれあい場面」の再構成では、児童のその時の心情や考え、行動を丁寧に記録して自己

の観察や分析を記録できた。インターン実習に参加した18名中、授業九教育実習等により十分

に参加できなかった1名を除き、 17名が「ふれあい場面jの再構成シートを報告することが

できた。図3の「ふれあい場面Jの再構成シートを下に教科指導・生徒指導に分けて、各自

が経験した「ふれあい場爾jの再構成に書かれた内容を分類したものが表4である。 rふれ

あい場面Jの項目としては、教科指場と生徒指導の内容に分け、更に小項目に整理した。ま

た表の各小項目を注目、成果、課題に振り分けたo 17名の「ふれあい場面Jの再構成シート

の振り分けの方法は、図4に示した。

注目とは、担任の補助やスクールサボーターとして学級に入り児童と関わ哩指導する場薗

で、学生が自分にとって解決しなければならない問題として注目した内容である。成果と

は、先生の承諾を受けながら児童との闘わりを通して解決にi向かった内容である。課題と

は、学生が児童への働きかけを通してもなお十分に解決にき霊らないと判断した内容で、その

後も学生がインターン実習で継続して自らの談窓と考えた内容である。

表4から、学生が注目した項目は、授業の中で「学習意欲J、 「叱ること・褒めることJ

が最も多くあげられ、次に「児童量理解J、 「声掛けJ、 「児童目線で言語を聞くこと家庭
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例えば、授業中の学級に入った時、 C児の行動を観察していると「教科書を眺めている

だけjで指示されたベージを開けないままに過ごすC児に机間指導で、 roページを樹く
よ」と声掛けする.次に教科書を開くがみんなと一緒に膏読しない(友達を見回し、少し

不安そう)0 r大丈夫だよ。今、ととだよo Jの声掛け。 ・固 E 学生は、なぜとの児童・

場面者再構築しようと思ったのか。 C児は、少し内向的で、国務の学習(読むこと)に支

援の必要な児童であった。 C児は、自分に自信が持てずにいたと考え、答え合わせの時間
や音読の時間等、発表したり、教科書を一人で読んだりする活動で一度つまずくと、なか

なか声が出せずにいる場商を多く見かけた。この事例の場合、学生の注目した内容は、教

科指導の『学習意欲J W児童理解』と教科指導の中での生徒指導として、 『声掛け~ w叱
るとと・褒めるとと』にそれぞれ1ポイントを加えた。

関4 rふれあい場面Jの再構成シートの分類について

環境等の背景を理解するJ、 「教師{学生)と児童との信頼関係J、 「気になる子に関する

ことjがあげられた。学生が成果としての項目は、 「叱ること・讃めることjが最も多く、

次に「声掛け」、 「児童日線で諮を聞くことJがあげられた，課題として学生があげた項目

は、 「叱ること・褒めることJが最も多く、次に「学習意欲J、以下「児童理解J、 「家庭

環境等の背景を理解するJ、 「教師(学生)と児童との信頼関係Jと続いた。

表4 rふれあい場面Jの再構成の分類{複数記述含む}

項 日 注目 成果 諜題 i合計

授業中の発問や指不に関すること 。
教 板警に関すること 。
科 学習意欲(授業への主体的参加含む) 6 1 4 11 

指 !日審珊幅 3 1 3 7 
導 机間指導に関すること 1 1 z 

1 1 2 

声掛け(個に応じた働きかけ・児童の自主性に対して) 3 3 2 8 

叱ること・褒める乙と{肯定する言葉含む) 8 4 5 15 

児童回線で諮を聞くとと 3 2 2 : 7 

言葉遣いやきい過ぎること 2 2 : 2 
生

1 
徒

l 
指

導
1 

1 

1 

情緒の安定 1 1 1 : 3 

そ 生活リズムの安定 1 1 1 : 3 

の 校内の安全な環境 l 1 : 2 

他 学級経営 。
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7 考察とまとめ

(1)学生の学びを適した資質・実践的指導力の向上

ボランティア活動日誌の点検については、小学校と大学教員の双方に次代を担う教員養成

の課緩が窺える。日誌の記載内容を手がかりに学生と双方の教員とのコミュニケーションが

活発となって教育活動における教科指導法や生徒指導の課題解決に向けた取組等があげられ

具体的な事例(個人情報は保護される中で}として学生や大学教員に情報を得られるなら

ば、実務1:::直近した実習となり、教員養成1:::坐かすことができると考える。

しかし、小学校・特別支援学校の学校教員の業務内容ではないボランティア活動への受け

入れと協力に対し、教員の多忙感が指摘される中、活動日誌の様式や点検の方法等の調整が

今後必要になると考える。

(2)生徒指導力の育成

学生の教師としての教科指導力と生徒指導力を知るために「ふれあい場面j の再構成を設

定した。その結果、授業の中の発問や指示、板番については、学生は取り上げなかった。と

れは、担任の補助として、机間指導で児童一人一人を観察する中で児童の学習指導に視点を

当てて進めて曹たためであろう。教材研究については1件あげられているが、アフタース

タールに参加した学生が算数の指導について対応を図った事例である。他の「ふれあい場面J

の再構成の事例と異なった取上では、 I校内の宣言全な環境Jの内容があげられる。小学校内

の安全確保は寮下校・実験等多岐に渡るが、児童量の遊び環境に視点を当てた指摘内容で、普

段の学校生活における教員の予測可能性に言及したものであったa また、 「気になる子に関

することJの取上は、知的発達の遅れのない発達障害で診断の有無にかかわらず遜常学級に

在籍する「気になる子」の存在である。平成17年度以降、小・中学校では積極的に教科指

導、生徒指導等で特別な教育的視感の必要な児童生徒として対応が求められている事項であ

る島

インターン実習では学習意欲を高めるために多くの学生が授業中の児童の言動に注目し、

机間指導の中で声掛けを行ってきた。その手立てとして「瑛めるJことを通して児童の行動

を観察してきた。 rすごいねできたね」と言って、結果に対して声掛けや褒めるととし

かできなかった学生がいた。そして先生の声掛けの状況を観察するとこれまでの自分の声掛

けや褒めることとは異なることに気がついた。児童の学習に対する努力や丁寧在、立式まで

の考え方等について、具体的に「声掛け褒める」ことを行っていて、例えば上手に書け

ないと悩んでいた児童も嬉しそうに学習に取り組んでいるととからとの内容を深めていった

事例があった。同様に、授業に積極的ではない児童、つまず曹やすい児童を授業に参加させ

ることに「声掛吋J 褒めるJことを行うだけでは不十分で、主体的に授業に参加すること

の大切さが理解でき、この内容を事伊!として考察したものもあった。

アフタースクールに参加した学生の「ふれあい場面Jの再構成では、放課後の復習指導の
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持に特定の児童から「家庭環境等の背景を理解するJ情報が入手されたり、また指示が適ら

ない児童、学習意欲に問題のある児童、長時間プリント問題に集中できない児童等がいたり

する中で、指導者としてどう声掛けすればよいかと憾みながら、強く指導する場合には、

「教師{学生)と児童との信頼関係Jが何よりも必要であることを強く感じて、取り上げた

「ふれあい場面Jもあった。

以上のようにインターン実習は、特定の学生が特定の小学校固学級に1年間継続して活動

を行い成果が現れてくるものである.学級での定位置を確保するためには、参加する学生に

は社会人としてのルール{時聞の厳守、挨拶、返事、報告、言葉遣い、服装、頭髪等)が必

要で、その上に自ら学ぷ意欲を発揮し、間己を向上させる強い意志と子どもたちが好きで、

熱意のある者が充実したインターン実習を自分のものにするととができると考える@

(3)教員養成の対策

学生が在学中に知識を蓄え教育機関での多くの経験を経て、自己の教員指向の点検を行

い、将来の進路決定をする過程で大学が行う対策は大きな効果をもたらす。しかしながら、

基磯学力や専門教科に関わる)Jは現行の教職課程だけで担う乙とがで君るものでなく、学科

会体で取り組まねばならないととである。とのような学生の多様化は大学にとっては未経験

の事項であり大学の努力では改善に待問がかか君、その能カにも限界があるe 本学での様々

な対策{一般教義tミト、自修費量、学生ボランティア活動、平成26年後期から始められた地元

小学校教科研究人‘会や特別支援学校研究大会への重量級への取組等)への評価を行いつつも、

学生の対策への理解と教職への進路選択の意欲的な取組について短期に多大な効果を得ると

とのできる方策を取捨選択・組み合わせを検討する必要があると考える。

(4)まとめ

今回、本学の学生17名が北九州市内の小学校3校で1年闘を適して教員インターン実習を

行った。インターン実習で学生の感想は、 「教師として働〈前に体験できて本当に良かった

と考えるJ、 「との経験を十分に活かし、私も先生のように"児童と共につくる授業"がで

きるよう、自分のカ在高めていきたいo J、 「大学の授業や本などで読んで学んだ知識を、

現場で経験することでより深く考えることができたと患いますj に代表するように参加した

学生全員が充実した経験となった。己の内容を次年度への活動に活かしていきたい。

最後にな坦ましたが、大学との信頼関係の下に教員インターン実習を快くお引き受けいた

だいた3校の小学校の校長先生・北九州市教育委員会と学生のために親身になってご指導い

ただいた誇先生方に心から感謝申し上げます。
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SLIi1mary 

The intεrn tralning for pro弓pectiveもeachersin FY2013 (hereinafter referred to as 

恒temtr副n1ng)官 asconducted at吐rreeelementary sch日ols担 KitakyushuCity with 18 

students from the Dellartment of Human Develollment. As it is considered to deellen 

and enhance volunteering experiences， this intern training has beco臨 ea part of 

vocationaJ education to enhance practicaJ skills for the next generation Ilrosllective 

teachers， who are planning to enter the teaching profession in April . 2014. 

Additionally. this intern training was conducted under the trust between the 

universities and ele皿entaryschools. to provide practical work experiences to learn 

subject te泡chingskil1s and student guidance skil1s that are necessary to carry out 

elementary school teaching efficiently. As a result， the students went through a lot of 

realization and learning regarding subiect teaching and student 別 !dance.出rough

firsthand experiences assisting classroom teachers or guiding students directly. This 

experience led to the imllrovement of吐lestudents' skil1 and showed effectiveness in 

finishing up their teaching trainings. Also. a better collaboration within the school 

organization and cooperating schools to ensure the same results was mentioned as a 

challenge for the future. 




